
本号では、平成２５年１０月～１１月に大樹町多目的航空公園を会場に実施された「無人機実験」を特集し

ます。一言で無人機実験といっても、使用する機体・目的は様々です。                   

期間中に実験を実施した、３団体の実験について紹介します。                 

実験団体 機 体 特徴・目的 

 

 

 

 

(独)宇宙航空 

研究開発機構 

 【機体】４発ティルト翼VTOL機(左写真)。この機体

は傾く翼を持ち垂直に離発着できる機体です。プロペ

ラをヘリコプターのように上空方向へ向け垂直に離陸

し、その後、翼の角度を変え水平飛行へ遷移します。   
※VTOL機…垂直に離着陸が可能で、かつ通常の飛行機のよ

うに高速飛行できる飛行機 

【目的】本実験は今年で５年目の実験実施となりま

す。今年は昨年までのシステムを活かしつつ小型化し

た機体を使用し、有人機開発へ向けた基本制御や安全

性を向上するための飛行評価のため、データを取得し

ました。来年からは連携する大学が開発した制御則を

取り入れ実験を実施する予定です。           

 

 

 

 

(独)情報通信   

研究機構                     

 【機体】米国製 PUMA‐AE(左写真)。今回は、写真のよ

うに、手投げで離陸させました。 

 

【目的】災害時において、地上でのネットワークが不

能となった地域との通信を確保するシステム構築を目

的に実験が実施されました。この技術は、上空に飛行

させた無人機を介す事でネットワーク不能地域との通

信網を確保しようとするもので、地上でのネットワー

クに代わるシステムとして期待されています。またそ

の他にも、冬山での遭難者救助に利用するための電波

受信実験や、動物の行動経路などを追跡するための実

験も実施されました。            

 

 

                              

消防研究センター 

 

 

神戸大学                               

 【機体】飛行船タイプ(左写真)の他、飛行機とヘリコ

プターの特性を合わせ持つティルトロータタイプ、複

数のプロペラからなるマルチコプタータイプの３種類

の実験機を使用し実験を実施しました。 

 

【目的】災害時における情報収集を目的として開発が

進められているもので、今回は、災害現場での被災地

状況把握や要救助者発見などの情報収集を行うための

システムを確立するために実験が実施されました。取

得したデータは解析を進め、安定して飛行できる信頼

性の高いシステム確立のために活用されます。      



大樹町も加盟している銀河連邦は、JAXAの研究施設が縁で交流を始めた4市2町で組織し、経済交流や人的交流

を通じ友好を深めています。今回は、加盟共和国の中からウチノウラキモツキ共和国を紹介します。 

《概要》ウチノウラキモツキ共和国（鹿児島県肝付町）は鹿児島県大隅半島の南東部

に位置し、美しい海岸線や豊富な森林に恵まれています。肝付町の産業は農業、漁業

が中心で、温暖な気候と豊かな自然を活かした、ポンカン等の果樹園芸や、黒牛・黒

豚の飼育、ブリ・カンパチなどの養殖が行われています。 

《内之浦宇宙空間観測所》昭和37年に開設された鹿児島宇宙空間観測所（当時）は、

日本初となる人工衛星「おおすみ」、小惑星探査機「はやぶさ」など、これまで400

機ものロケットと28機の衛星を打ち上げてきました。とくに「はやぶさ」は平成15年

5月に肝付町の内之浦宇宙空間観測所から打ち上げられ、7年の歳月を経て、平成22年

6月に満身創痍になりながらも無事地球に帰還し、そのことが映画化されるなど多く

の人に感動を与えました。また、平成25年9月14日には、イプシロンロケットが打ち

上げられました。肝付町からの衛星搭載ロケットの打ち上げはM-V-7号機以来7年振り

のことで、町内に6箇所の公式見学場を設けましたが、予想を大きく上回る約2万人

もの見学者が訪れました。 
【イプシロンロケット打上げ】 

今回のコラムは、NICT ワイヤレスネットワーク研究所

ディペンダブルワイヤレス研究室  三浦 龍 室長に

執筆いただきました。 

独立行政法人 情報通信研究機構（NICT）では、災害

に強い情報通信ネットワークに関する研究開発の一環

として、通信ネットワークが寸断されて孤立した地域

との臨時通信回線を迅速に確保するため方法の１つと

して、滑走路が不要でラジコン操縦技術がなくても手

軽に運用・自律飛行できる、小型の無人飛行機（翼長

2.6m、重さ5.9kg）を活用した災害時無線中継システム

の実証実験を進めています。無人飛行機は、有数の運

用実績を誇り最先端の飛行技術と制御技術が集積され

た米国製のものを国内で初めて導入し、これにNICTが

開発した小型軽量な無線中継装置を載せています。飛

行機は東京スカイツリーと同程度の高さとなる高度

600mほどのところをゆっくり音もなく旋回させ、地上

の離れた2地点においた簡易基地局間を1機あるいは2機

の無人飛行機を経由してつなぎ、基地局周辺に無線LAN

のゾーンを作ります。利用者は手持ちのスマートフォ

ン等でメッセージや写真などを送ることができます。

大樹町多目的航空公園ではこれまで6月と11月の2度ほ

ど実験をさせていただき、雨の日も含め合計10日間で

計50回、延べ15時間以上のフライト実験が実施できま

した。その結果、これまでのチャンピオンデータとし

て飛行機と地上局の間の通信距離が最大20㎞まで可能

であることが実証できました。同公園はこうした飛行

実験には最適で、周辺は食べ物もおいしく星空も最高

で、実験後は必ず皆で晩成温泉に立ち寄ることにして

います。今後もまた面白くかつ社会に役立つための実

験をやっていけたらと思っております。     
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